
学生証を用いた出席確認システムの開発

①先生方の負担軽減

今、学校で生活していく中で出席確認は欠かせないも
のとなっている。しかしそれは先生方手作業で行って
いるものであり、そこに注目した私たちは先生方の負
担軽減を目的とし、pythonを利用し出席確認システム
プログラミングを作成したいと考えた。
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展望

・認識する画面範囲の縮小を行う ・オリジナリティあふれるものにする
・出席確認システムの時間短縮 ・朝以外でも使用できるようにする

②学生証を校内で使う機会がない

学生証は映画やカラオケ、電車の乗り降りなど学校外
ではよく利用されるが、校内で利用される機会がなく、
学生証を校内に携帯する生徒が少ないと感じた。

システム

①webカメラで学生証に書かれている
6桁の英数文字の認証を行う。

②pcにて読み取った情報とデータベー
ス内に存在している情報を照合

③読み取った情報がデータベース内の
情報と一致した場合、出席したことに
なる

※データベースはExcelで作成した

開発

①文字認識プログラム
の作成

②文字認識プロ
グラムとカメラの
接続

③出席確認シス
テムの作成

④Excelにデータを落
とし込む

結果 ・登校時間と遅刻していないかの確認がExcelで見ることができるようになった。

・学籍番号以外の文字を認識してしまう
・文字数の増加によって認識精度が低下してしまう。

問題点問題点


